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町長新年挨拶
　
　

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
町
政
運
営
に
関
し

ま
し
て
は
、
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

て
、
現
下
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
新

　
　
　

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

の
継
続
、
そ
れ
に
伴
う
人
流
の
停
滞
に
よ
る

各
種
産
業
、
こ
と
に
観
光
業
の
大
幅
な
落
ち

込
み
は
、
基
本
的
な
感
染
症
対
策
の
徹
底
や

新
し
い
生
活
様
式
が
定
着
し
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
む
こ
と
で
や
や
持
ち
直
し
の
傾
向
が

見
え
始
め
た
も
の
の
、
地
域
経
済
が
回
り
始

め
た
こ
と
で
再
び
感
染
拡
大
局
面
に
入
り
、

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

今
冬
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
が
懸

念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き

医
療
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
体
制
を
継
続
し
つ
つ
、
町
民
の
安
全

で
安
心
な
日
常
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
、
様
々

な
施
策
を
着
実
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
遅
れ
が
生

　
　
　

じ
て
い
た
町
立
診
療
所
の
建
設
で
す

が
、
よ
う
や
く
着
工
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
町
に
真
に
必
要
な
診
療
所
と

し
て
令
和
５
年
度
開
所
を
目
途
に
引
き
続
き

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

今
頻
発
す
る
災
害
へ
の
対
応
も
喫
緊

　
　
　

の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
８
月
に

は
、
各
地
で
記
録
的
な
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、

県
内
で
も
津
軽
地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
本
町
に
お
い
て
は
、

幸
い
河
川
の
大
き
な
氾
濫
に
は
至
ら
ず
、
人

的
被
害
や
住
家
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
農
地
の
冠
水
や
土
砂
崩
れ
、
道
路
の
法

面
崩
壊
な
ど
多
数
の
被
害
が
発
生
し
、
現
在

も
早
期
復
旧
に
向
け
て
災
害
復
旧
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。「
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
」
の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
非
常
用
物
資
の
備
蓄
や
消
防
車
両

の
更
新
等
を
継
続
し
、
ま
た
、
防
災
拠
点
と

な
り
得
る
役
場
庁
舎
の
建
て
替
え
に
つ
き
ま

し
て
も
、
新
年
度
か
ら
本
格
的
に
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

の
主
要
産
業
の
農
業
振
興
策
は
、
生

　
　
　

産
者
の
足
腰
を
強
靭
に
す
る
べ
く
、

農
業
生
産
施
設
整
備
に
対
し
て
の
支
援
強

化
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
物
流
停
滞
や
国
際
情
勢

な
ど
に
よ
る
資
材
高
騰
へ
の
支
援
や
減
収
対

策
支
援
な
ど
、
多
面
的
で
重
層
的
な
対
策
で

農
業
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

た
、「
湯
の
郷
お
お
わ
に
健
康
長
寿

　
　
　

宣
言
」
の
下
、
様
々
な
健
康
推
進
事

業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
令
和

４
年
４
月
か
ら
高
校
生
ま
で
に
拡
大
し
た
医

療
費
無
料
化
を
継
続
し
、
ま
た
、
産
婦
健
診

費
用
の
助
成
な
ど
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や

す
い
町
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

在
策
定
を
進
め
て
い
る
第
６
次
町
振

　
　
　

興
計
画
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
新
し
い
生
活
様
式
へ
の
変
化
、
原

油
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
そ
の
他
物
価
の
高
騰

な
ど
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
時

代
へ
の
転
換
期
を
迎
え
る
中
、
本
町
が
飛
躍

し
て
い
く
た
め
、
今
後
10
年
間
の
目
指
す
べ

き
町
の
姿
を
し
っ
か
り
と
定
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

政
需
要
が
複
雑
多
様
化
す
る
中
、
財

　
　
　

政
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、
合
理
的
で
機
能
的
な
行

政
運
営
に
努
め
、
引
き
続
き
財
政
規
律
を
堅

持
し
効
率
的
で
効
果
的
な
財
政
運
営
を
推
進

し
て
い
く
と
と
も
に
、
最
重
要
課
題
で
あ
る

人
口
減
少
の
克
服
、
町
の
主
産
業
で
あ
る
農

業
を
主
体
と
し
た
事
業
承
継
、
産
業
振
興
及

び
観
光
振
興
な
ど
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
　

べ
て
の
町
民
の
笑
顔
を
守
る
た
め
、

　
　

こ
れ
か
ら
も
「
安
全
・
安
心
」
に

「
健
や
か
」
で
「
心
豊
か
」
な
暮
ら
し
が
で

き
、ま
た
、「
温
か
い
」
と
感
じ
「
住
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
に
、
職
員
と
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　

年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

　
　
　

健
康
で
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
御
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

大
鰐
町
長 

山
田 

年
伸

『
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
』

　
　
　
　
　
　
　
　
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

明さま

昨町

ま現行

す本
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トピックス　  まちの話題 

広報おおわに １月号

町
教
育
長
に
前
田
了
二
氏
が
就
任

11
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
大
鰐
町
議
会
第

６
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
教
育
長
に
前
田
了

二
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
原
案
同

意
さ
れ
11
月
29
日
、
町
長
室
に
お
い
て
山
田

町
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

前
田
教
育
長
は
「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

誰
も
が
生
き
が
い
を
も
ち
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
と
い
う
願
い
を
根
本
に
お
き
、
こ
れ
か

ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
、

山
田
町
長
は
「
町
教
育
行
政
の
推
進
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

任
期
は
、
令
和
４
年
11
月
29
日
か
ら
令
和

７
年
11
月
28
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

ま
る
ご
と
大
鰐
秋
の
感
謝
祭
が
開
催

ま
る
ご
と
大
鰐
秋
の
感
謝
祭
が
11
月
19
日

（
土
）、
20
日
（
日
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
、令
和
元
年
度
に
開
催
さ
れ
て
以
来
、

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

19
日
に
は
、「
ア
ル
プ
ス
お
と
め
」
や
「
ラ

イ
ス
ボ
ー
ル
」
の
ラ
イ
ブ
、
20
日
に
は
、
り

ん
ご
の
重
さ
当
て
ク
イ
ズ
や
プ
ロ
の
マ
ジ

シ
ャ
ン
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
の
披
露
な
ど
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
町
農
業
青
年
会
議
に
よ
る
大

鰐
産
の
リ
ン
ゴ
の
販
売
、
東
北
町
の
長
い

も
・
ご
ぼ
う
や
大
鰐
温
泉
も
や
し
の
販
売
は

大
人
気
で
、長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
自
慢
わ
が
ま
ち
C
M
大
賞

「
コ
ピ
ー
賞
」
受
賞
！

今
回
で
21
回
目
と
な
る
「
ふ
る
さ
と
自
慢

わ
が
ま
ち
C
M
大
賞
」
の
最
終
審
査
会
が

令
和
４
年
11
月
13
日
（
日
）、
県
立
保
健
大

学
（
青
森
市
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
37
市
町
村
が
応
募
し
、
審
査
の
結

果
、
当
町
のC

M

作
品
「
未
来
へ
の
シ
ャ
ッ

タ
ー　

若
者
た
ち
が
大
鰐
を
元
気
に
!!
」
が

「
コ
ピ
ー
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
当
作
品

は
、「
町
に
移
住
し
た
若
者
た
ち
が
空
き
店

舗
と
な
っ
た
店
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
次
々
と
開

け
、
未
来
へ
の
希
望
を
切
り
開
い
て
い
く
」

と
い
っ
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
受
賞
し
た
C
M
は
、
A
B
A
青
森
朝

日
放
送
で
年
間
50
回
放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

東
北
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

功
労
者
表
彰

　

青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
令
和

４
年
11
月
23
日
、
令
和
４
年
度
東
北
地
区
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、

本
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
松
岡
昌
子
氏
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

松
岡
氏
は
平
成
12
年
か
ら
21
年
間
に
わ
た

り
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
寄
与
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
町
に
お

け
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
、
住
民
に
対
す

る
ス
ポ
ー
ツ
実
技
や
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
指
導
及
び
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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トピックス　  まちの話題 

久吉ダム水道企業団からお知らせ
●冬期間の『水道料金』について
　１月から３月までの冬期間は積雪等により検針が困

難なため、水道メーターの検針は行っておりません。

　このため、１月から３月までの水道料金については、

10月から12月までの３ヶ月分の平均使用水量を各月

の使用量とみなし、料金を算定して請求させていただ

いております。なお、過不足が発生した場合は、４月

以降に精算しております。冬期間における水道料金等

のご不明な点については、企業団までお問い合わせく

ださい。何卒ご理解とご協力をお願い致します。

●水道の凍結について
　冬期間の凍結による水道管の破損には、十分注意し

ましょう。

　万が一水漏れがあった場合は、当企業団指定業者に

て修理してください。

※凍結防止のための水の出しっ放しは、軽減対象には

なりませんのでご了承ください。

●水道使用の開始・中止について
　水道の使用を開始・中止される場合、予定日の４～

５日ほど前までに企業団までお問い合わせください。

■お問合せ　

　久吉ダム水道企業団　☎48・2229

「
お
お
わ
に
応
援
商
品
券
」「
お

お
わ
に
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
の

使
用
期
限
が
せ
ま
っ
て
い
ま
す
！

「
お
お
わ
に
応
援
商
品
券
」
及
び
「
お
お
わ
に

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
の
使
用
期
間
は
、
令
和
５

年
１
月
31
日
（
火
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

使
用
し
な
か
っ
た
商
品
券
の
払
い
戻
し
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
だ
お
手
元
に
あ
る
方
は
お
早
目
に
お

使
い
く
だ
さ
い
。

商
品
券
取
扱
店
舗
に
は
、
ポ
ス
タ
ー
、
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
り
出
し
て
い
ま
す
。

◆
商
品
券
取
扱
店
舗
の
皆
さ
ま
へ
お
願
い
◆

・
使
用
期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券
は
受
け
取
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・
商
品
券
の
換
金
受
付
期
限
は
、
令
和
５
年
２
月

10
日
（
金
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
期
日
ま
で
の

換
金
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
合
せ　
大
鰐
町
商
工
会

☎
48
・
２
３
３
５

　首都圏から青森県への移住を促進するため、移住に

役立つ情報の提供や個別相談会を行う「青森県ＵＩ

ターン・交流フェア」が東京交通会館（東京都千代田

区）で開催され、当町含む県内25市町村が参加しま

した。フェアでは、仕事や暮らし、住まいの専門家へ

の相談や、先輩移住者トークイベントのほか、市町村

への個別相談会が行われました。

　当町のブースには、青森県への移住を検討する方

10組14名が訪れ、「大鰐町がどのような町なのか」、「ど

のような暮らしができるのか」について相談し、町職

員が応じました。

　町ではオンラインによる移住相談を随時受け付けて

おります。当町へのＵターンや移住をご検討されてい

るご家族やお知り合いの方がいらっしゃいましたら、

まずは右記までご相談ください。

※ UI ターンとは：「U ターン」と「I ターン」のこと。

「U ターン」とは、地方出身者が、都市部で進学・就

職後に再び出身地に戻ること、「I ターン」とは、都

市部出身者が、進学・就職のために地方へ移住するこ

とをいう。

■お問合せ　
　企画観光課移住定住促進係　☎55・6561（直通）

「青森県 UI ターン（※）・交流フェア」に参加しました！



5 広報おおわに １月号

【令和５年度　住民参加型まちづくり事業　１次募集】

住民団体が主体的に取り組むまちづくり活動を支援します！
町では、住民団体が主体的に取り組む新たなまちづ

くり・地域づくり活動に対し、予算の範囲内において

資金助成等によって支援します。

令和５年度は、これまでの「一般部門」に加え、「ス

タート部門」を新設します。「まちづくり活動を始め

てみたいけど、人前でプレゼンテーションするのは

ちょっと・・・」という方は、ぜひ「スタート部門」

から始めてみてはいかがでしょうか。

（※本事業は令和５年度当初予算案が可決された場合

に事業実施となります。）

●対象事業
　地域の課題解決や活性化を目的に実施する公益性の

ある事業など。

●対象となる経費
　対象事業を実施するために直接必要な経費で、次に

定める項目とします。

項　目 対象となる経費

講師等謝礼 外部講師や専門的技術を有する協力
者への謝礼等

交通費 講師等への交通費、宿泊費

消耗品費及び
原材料費

補助事業の実施に直接必要な消耗品
費・原材料費

燃料費 作業等に必要な機材・車両等の燃料費

印刷製本費 ポスター・チラシ、資料等の印刷代・
コピー代など

通信運搬費 周知・連絡等に要する郵便料等

保険料 参加者等に係る保険料

使用料及び
賃借料 会場使用料、車両・機械等の借上料

項　目 対象となる経費

備品購入費
補助事業の実施に直接必要な備品購
入費
※「スタート部門」については対象外

その他
審議会の意見を聴いて町長が必要と
認めたもの
※対象経費判定については、個別に
経費の内容を審査

●補助金の額
【一般部門】
　補助対象経費合計額又は50万円のいずれか低い額

以内の額（千円未満切り捨て）　

【スタート部門】
　補助対象経費合計額又は20万円のいずれか低い額

以内の額（千円未満切り捨て）

●１次募集期間及び事業の実施期間
▶募集期間　

　令和５年１月４日（水）～令和５年２月３日（金）

▶プレゼンテーション及び書類審査（スタート部門は
　書類審査のみ）
　令和５年２月下旬

▶事業の実施期間　

　令和５年４月１日～令和６年３月31日

募集要項、選考方法等詳細については、下記へお問

い合わせください。

■お問合せ・お申込み
　企画観光課企画係　☎55・6561（直通）

スタート部門、新設！

～令和４年度に実施した「住民参加型まちづくり事業」を一部ご紹介します～

阿闍羅ママチャリＧＰ実行委員会 大鰐ねぷた煌瑛會

ママチャリ耐久レース「阿闍羅ママ
チャリＧＰ　2022」を開催。

参加者を募り、ねぷた運行を実施。
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インフォメーション　  まちのお知らせ 

　ふるさと納税とは、「生まれ育ったふるさとを応援したい」「ふるさとに貢献したい」といった皆さんの思いを

実現するための寄附制度です。寄附先は出身地に限らず、全国の自治体から自由に選ぶことができます。

　町では、ご寄附をいただいた町外在住の皆さまに感謝の気持ちとして、特産品等の返礼品を多数ご用意してお

ります。大鰐町を応援してくださる方にぜひご紹介ください。

　大鰐町のふるさと納税は、「さとふる」「楽天ふるさと納税」のサイトからお申込みでき、各サイトへは町ホー

ムページからアクセスできます。詳しくはページ下段の二次元コードから！

※町内在住の方からの寄附に対しましては、返礼品をご提供することはできませんのでご了承ください。

※下記は、返礼品の一部となります。その他の返礼品については、ふるさと納税の各サイトをご覧ください。

※インターネットの環境がない方でふるさと納税したいという方は、下記までお問い合わせください。

　町では、寄附者への返礼品を提供していただく事

業者を随時募集しております。

◆ポイント◆
①掲載料や手数料などの費用負担なく、自社商品を

　ＰＲできます。

②返礼品発送時に自社パンフレットなどを同封し、

　自社をＰＲできます。

③商品代金と発送料は町が負担します。

寄附金額：10,000円～ 寄附金額：10,000円～ 寄附金額：10,000円～

返礼品協力事業者募集中 令和３年度ふるさと納税活用事業

　皆さまからの寄附を以下の事業に活用させてい

ただきました。

①移住定住促進住宅整備支援事業補助金

②子ども医療給付費

③大鰐の元気！もりもり子育て応援事業費

④茶臼山展望台改修事業費

⑤空き家家財道具等処分費補助金

⑥大鰐小学校ＩＣＴ教育振興事業費

⑦大鰐中学校ＩＣＴ教育振興事業費

☜ふるさと納税についてはこちら

■お問合せ
　大鰐町企画観光課企画係

　☎55・6561（直通）

～町外にお住まいのご家族やご親戚、ご友人などにぜひご紹介ください～  

ふるさと納税で大鰐町を応援しませんか？　

葉摘みせずに育てた「葉
とらずりんご」葉っぱか
らの養分でジューシーで
甘くなります。

伝承400年を誇る、大鰐町
の特産品！温泉水のみを使
用して土耕栽培で育てられ
ています。

スパイシーなカレーと大鰐
温泉もやしの風味を活かし
たポタージュスープを青天
の霹靂と一緒にどうぞ。

葉とらずサンふじ３kg
「大鰐温泉もやし」（鮮度
保持袋入り）５束セット

大鰐 oisui ～セット

県内に生息する野生動物の
足跡をテーマにした木製
皿。表に足跡、裏にその動
物が描かれています。

木のプレート / 森のあしあ
とＳ　2枚入

寄附金額：20,000円～

（カレー180g、ポタージュ
150g、青天の霹靂精米２㎏）



7 広報おおわに １月号

町では、都市住民の移住・定住を促進し、地域の活

性化を図るため、「ふるさと教育」をミッションとす

る地域おこし協力隊（※１）を募集します。

「都市からの移住を検討し、地域と関わる活動をした

い方」が身近にいらっしゃいましたらご案内ください。

募集内容は次のとおりです。

●募集人数　１人

●募集期間　

　令和４年12月１日から令和５年１月31日まで

●任用期間　

　任用の日（令和５年４月１日予定）から１年（最長

３年）

●活動内容　

①地域団体等と連携したふるさと教育関連活動への参

加、スポーツイベントの企画・提案・実施等のス

ポーツ振興

②上記に係る活動や行政・暮らし・観光等の情報発信

　活動（ＳＮＳを活用した周知）

③その他受入先（大鰐町企画観光課）及び関係課より

　指示される活動

（※１）「地域おこし協力隊」とは、都市地域から過

疎地域等の条件不利地域に住民票を異動し、地域協力

活動を行いながら定住・定着を図る取組です。

■お問合せ　

　企画観光課移住定住促進係　☎55・6561（直通）

大鰐町地域おこし協力隊を募集します！

申込方法や詳しい内容に

ついてはこちらから

町では、少子化対策や活力あるまちづくりを推進す
るため、婚姻に伴う新生活に係る費用（住宅費、引越
費用、リフォーム費）の支援をします。申請をご検討
されている方は、お早めにご相談ください。
●募集期限
　令和５年３月31日（金）
※予算が無くなり次第、終了となります。（先着順）
【受付時間８時15分～17時（土日祝日・年末年始

（12/29～1/3）を除く）】
●対象者
　令和４年１月１日以降に婚姻した夫婦で、年齢49歳
以下、世帯所得400万円未満の方
●対象費用
　令和４年１月１日から令和５年３月31日までの間
に支払った次の費用
・新居の購入費、新居の家賃、敷金、礼金、共益費、
仲介手数料
・新居への引越しに伴う引越業者や運送業者に支払っ
た引越費用

・結婚を機に新たに住宅をリフォームする際にリ
フォーム業者に支払った費用
※倉庫、車庫や門、フェンス、植栽等の外構に係る工
事費用及び洗濯機等の家電購入・設置に係る費用につ
いては対象外となります。
●補助（限度）額
　１世帯当たり上限30万円
※補助金は、千円未満切り捨てした額となります。
※補助対象に含まれないものがありますので、必ず事
前にご相談ください。

■お問合せ　
　企画観光課企画係　☎ 55・6561（直通）

結婚新生活支援事業補助金のご案内
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インフォメーション　  まちのお知らせ 

【店舗場所：大字大鰐字大鰐 ４－１ 】
坂本さん：大鰐町出身。大学進学のため上京し、そのまま東京で就職。2020年
に U ターン（※１）。
嶋津さん：大鰐町出身。就職のため上京し、そのまま東京で就職。2022年に U ターン。
山本さん：大鰐町出身。北海道の大学卒業後、東京で就職。2021年に U ターン。
　町補助金（※２）を活用し、築50年の元菓子店を改修、カフェ＆バーとしてオー
プン。ドリンク類のほか、サンドイッチやパスタなども提供。

◆　起業のきっかけは？
　「大鰐から出たい」と一旦上京しましたが、地元の仲間から大鰐の近
況を聞くたび、地元に戻って何かしたいという思いが強くなり U ター
ン。周りのサポートもあってカフェを開業しましたが、「若者が集まる
拠点を作りたい」「大鰐の魅力を発信したい」と思ったのが、起業のきっ
かけです。私たちのやりたいことは、地元・大鰐を盛り上げること。そ
のために自分たちに出来ること、やりたいことを一つずつ形にしていき
たいです。

◆　やりがいを感じる時は？
　一番やりがいを感じるのは、大鰐の皆さんに来店してもらえた時で
す。町のお店として認めてもらえたような気がして感慨深くなります。
広く県内外から集客できるようなお店を目指していきたいです。

◆　これから起業を考えている方へ
　大鰐町には起業を後押ししてくれる制度や地域活性化のための取組
がさまざまあります。それらを活用すれば、資金面での不安も解消で
きるのではないでしょうか。私たちも協力を惜しみません！一緒に大
鰐を元気にしましょう！

◆　どんなお店にしたいですか？
水口さん：地域に長く根ざした、地元の人からも観光客からも愛されるようなお店にしていきたいです。
長内さん：店名には「町に光を当てる」という意味と、「店の右側を間借りしている」という意味が込められて
います。移住し好きになった町を盛り上げられるようなお店を目指したいです。

イ　ン　タ　ビ　ュ　ー
カフェ＆バー　From　O（フロム・オー）　
坂
さか

本
もと

 洋
よう

治
じ

郎
ろう

 さん（写真左）／ 嶋
しま

津
つ

 将
しょう

太
た

 さん（写真中央）／ 山
やま

本
もと

 晴
せい

也
や

 さん（写真右）
　　

（※２）町補助金：大鰐町空き店舗等活用創業支援事業補助金。空き店舗等を活用して新たに開業する方に対し、

店舗の改修等に要する経費の一部を補助するもの。
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移　住　・　起　業　者

【店舗場所：大字大鰐字大鰐 48－１ 】
　大鰐町出身。高校卒業後、就職のため上京。2015年に U ターン（※１）。
　町補助金（※２）を活用し、築30年程の元ジェラート店を改修・オープン。
地元野菜を使ったヘルシーなお惣菜と手作りおやつを提供。

◆　起業のきっかけは？　　　　
　最近、「町を活性化したい」という理由で起業する方が増えていますが、
私の場合はそんなカッコいいものではなく、老後を考えたうえで生活の糧
になればという思いからでした。長年事務職をしてきましたが、食べるこ
とと料理が好きなこと、町内に手作りのお惣菜やお菓子を売るお店が少な
かったことから、「そんなお店があったらいいな」と思い、起業しました。

◆　やりがいを感じる時は？
　やはりお客さんが「美味しかった」と言ってくださったり、再来店し
てくださる時です。お店に何度も足を運び、「頑張ってね！応援してる
から！」と声をかけてくださると、「起業して良かったな」と思えます。

◆　これから起業を考えている方へ
　まだオープンして半年も経っていませんが、私でも起業出来たので誰にでも出来ると思います！オー

プン後に感じたのは同業者の温かいサポートです。アドバイスしてくださる飲食店の先輩や、色々情報

交換できる開業同期の仲間もいたり、大鰐は温かい町だと日々感じています。「やりたい」を実現する

には良い環境ではないでしょうか。

（※１）U ターン：地方出身者が都市部で進学・就職後に再び出身地に戻ってくること。

【店舗場所：大字大鰐字前田 68－10 】
　「大鰐まちづくり笑社（しょうしゃ）株式会社」（代表取締役：相馬康穫氏）
が1960年から続く駅前の土産店を一部間借りし店舗として改装。スタッフ
を募集したところ、青森市で働いていた２人が採用となり、大鰐町へ移住。
　店舗では、自家焙煎コーヒーや有名スイーツ店のアップルパイなどの提供、
青森のクラフト作品などを取り扱っている。

◆　大鰐町の印象は？
水口さん：大鰐に来たことはありませんでしたが、住み始めて良い町だと感じています。自分の性に合っている
気がしています。
長内さん：先日、下校中の子ども達が挨拶をしてくれました。青森市で働いていた時はそんな経験がなかったの
でびっくりしたと同時に、人と人との関係が温かい町だと感じました。

お惣菜とおやつの店　Casa del Pelo（カサ・デ・ペロ）　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　藤

ふじ
田
た 　美

み
鈴
すず さん

Craft & Cafe RAITO（ライト）　
　　　　　　　　水

みず
口
ぐち　樹

き
成
なり 

さん（写真左）／ 長
おさ

内
ない　優

ゆう
衣
い

さん（写真右）

～ 最近、町内で起業した皆さんにインタビューしてみました ～
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インフォメーション　  まちのお知らせ 

～病気になっても住み慣れた地域で暮らしたい～

訪問診療

■お問合せ　保健福祉課地域包括支援係　☎55・6569（直通）

65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
方
へ
お
知
ら
せ
で
す

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
令
和
４
年
12
月

31
日
現
在
（
申
告
対
象
期
間
の
途
中
で
死

亡
等
に
よ
り
資
格
喪
失
し
た
場
合
は
当
該

資
格
喪
失
日
現
在
）
要
介
護
１
～
５
に
認

定
さ
れ
て
い
る
方
に
、
申
請
に
基
づ
き

『
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
証
』
を
交
付

し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
役
場
保
健
福
祉

課
介
護
保
険
係
（
⑤
窓
口
）
に
介
護
保
険

被
保
険
者
証
と
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
後
日
認
定
証
を
送
付
し
ま
す
。

　

所
得
税
及
び
住
民
税
（
町
県
民
税
）
を

申
告
す
る
際
に
、
こ
の
認
定
証
を
提
示
す

る
こ
と
に
よ
り
、
本
人
ま
た
は
そ
の
扶
養

者
が
所
得
控
除
（
障
害
者
控
除
）
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
郵
送
で
の
申
請
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
申
請
書
様
式
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

※
要
支
援
１
・
２
の
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

■
お
問
合
せ
　
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
55
・
６
５
６
８
（
直
通
）

あなたの暮らしを支える
「医療」と「介護」

高齢化が進み、支援がなければ在宅での生活ができず病院や施設で長期間過ごす方が増えています。しかし多
くの方は、住み慣れた自宅での生活を望んでいます。

令和２年に65歳以上の方を対象に調査を実施したところ、介護認定を受けていない約６割の方が、認知症や
寝たきりの状態になってもできる限り自宅で生活したいと回答しています。

今回は在宅生活に必要な医療に係る情報をお知らせしますので、いざという時の備えにしましょう。

●在宅生活を支える「医療」

往　　診 …

…

かかりつけ薬局

歯科診療所

訪問看護

（大鰐町地域包括支援センター内に設置）大鰐町在宅医療・介護連携支援センター

高齢者がより安心して在宅生活を送れるように、医療と介護をつなぐかけ橋として設けられた相談窓口です。

高齢者本人やその家族だけでなく、医療機関や介護サービス事業所などからの相談も受けつけています。次のよ

うな場合はご相談ください。
□ 病院からの退院後に、訪問診療や訪問看護などを頼みたい。

□ 認知症の症状があり、自宅での薬の服用管理などがうまくできない。

□ 自宅で療養している家族の介護に、心身ともに疲れている。　など

※訪問対応していない機関もありますので、必ず医療機関や薬局などへ相談しましょう。

普段から診療を行っている病院の「かかりつけ医」が訪問して診療や健康管理などを行
う医療機関があります。

◆◆ 訪問診療と往診の違い ◆◆
通院が困難な方に対して、医師が計画的・定期的に訪問して診療を行います。

通院が困難な方に対して、病状の急変などに対応し、不定期に訪問して診
療を行います。

薬局に行くのが困難な方に対して、薬剤師が訪問し、薬に関する説明や相談、服薬管理
などを行う薬局があります。

通院が困難な方に対して、歯科医師が訪問し、治療や口腔衛生指導などを行う診療所が
あります。

かかりつけ医の指示にもとづき、看護師などが訪問し、病状の経過観察や療養上の世話、
診療の補助などを行います。

かかりつけ医
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後期高齢者医療被保険者のみなさまへ　～75歳以上の方にお知らせです～

●交通事故等にあったとき
　交通事故や暴力等、第三者（自分以外の人）の行為

によって負傷され、被保険者証を使って治療を受けた

ときは、必ず役場住民生活課国保年金係へ届出してく

ださい。また、自損事故や、業務中の事故で労災が適

用されない場合も届出が必要です。

●かかりつけ医・かかりつけ薬局を持ち、お薬手帳は
1冊にまとめましょう

いつも診察してもらう「かかりつけ医」があると、

体質や持病を理解した上で助言をしてくれたり、必要

に応じて専門の医療機関を紹介してくれたりするので

安心です。

また、普段から何でも相談できる「かかりつけ薬局」

があると、薬歴（薬の服用記録）の管理や飲み合わせ

による副作用の防止、多剤処方による健康被害のリス

ク軽減など、健康管理をサポートしてくれます。

複数の「お薬手帳」を持っている場合は、１冊にま

とめて管理しやすくしましょう。

後期高齢者医療保険料後期高齢者医療保険料

 第７７期 納付期限
令和５年１月31日（火）まで令和５年１月31日（火）まで

■お問合せ
住民生活課国保年金係　☎55・6563（直通）

青森県後期高齢者医療広域連合　☎017・721・3821

国民年金保険制度のお知らせ
国民年金は、老後や、病気や事故で障害が残ったと

き、家族の働き手が亡くなったときに、働いている世

代みんなで支えようという考えで作られた仕組みで

す。20歳になった方には、日本年金機構から国民年

金（第１号被保険者）に加入したことをお知らせして

います。（厚生年金保険に加入している方を除く）

〇国民年金保険料と納付の種類
国民年金第１号被保険者及び任意加入被保険者の

１カ月当たりの保険料は16,590円です（令和４年

度）。

納付方法は「納付書（Pay-easy も可能）・口座振

替・クレジットカード」があります。

前納制度をご利用いただくと、毎月払よりも保険料

がおトクになります。一番割引率が大きいのは、口座

振替の２年前納です。

・「付加年金制度」
定額保険料（16,590円）に月額400円の付加保険

料を上乗せして納めると、将来の老齢基礎年金に付加

年金が加算され、年金額を多く受け取れます。

※付加年金及び前納は申出月からの開始となりますの

で、20歳到達月（20歳の誕生日の前日が含まれる月）

からの納付を希望される場合は、20歳到達月中にお

申し出ください。

〇学生納付特例制度と免除制度・納付猶予制度
　保険料の納付が経済的に難しい場合の手続きをご案

内します

・「学生納付特例制度」
　本人の所得が一定額以下の場合、世帯主の所得にか

かわらず保険料の納付が猶予される制度です。

　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大

学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校

及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部

の海外大学の日本分校に在学する方です。

・「納付猶予制度」
　学生ではない50歳未満で、ご本人及び配偶者の所

得が一定額以下の場合に保険料の納付が猶予される制

度です。

・「免除制度」
　１号被保険者で、ご本人及び配偶者及び世帯主の所

得が一定額以下の場合や、失業した場合で納付が経済

的に難しい場合などに所得に応じた保険料が免除され

る制度です。

■お問合せ　
　弘前年金事務所　☎27・1339

　ねんきん加入者ダイヤル　☎0570・003・004

　住民生活課国保年金係　☎55・6563（直通）
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国民健康保険被保険者のみなさまへ　
～今年度の特定健診はお済みですか？～

●特定健康診査とは
特定健康診査（特定健診）とは、糖尿病等の生活習慣病の発症や重症化を予防することを目的として、メタボ

リックシンドロームに着目し、生活習慣を改善するための特定保健指導を必要とする人を的確に抽出するために

行うものです。

●対象者
大鰐町に住所を有する青森県国民健康保険の被保険者のうち令和４年度中に40歳以上になる人です。

ただし、病院等へ長期入院している人、障害者施設や介護保険施設等に入所している人などは除きます。

対象者には、令和４年５月に黄色の受診券を送付しております。年度途中に資格を取得された方には、随時送

付しております。紛失された方は、再発行しますので下記までご連絡ください。

●健診の内容　

　身体計測、診察、尿検査、血液検査、血圧測定、心電図検査などです。

●受診の方法
①集団検診・・・今年度は終了しました。（6月・7月・11月実施済み）

②個別健診・・・かかりつけの医療機関で受けられます。

　受診できる医療機関の一覧を、受診券に同封していますので、ご確認ください。

　受診を希望する人は、直接、電話等で医療機関へ申し込み（予約）してください。

　受診の際は、必ず「被保険者証」と「受診券」を持参してください。

●受診券利用期限　令和５年２月28日まで

●料金　年度内１回は無料で受診できます。　

※ただし、年度内２回以上の健診、上記以外の精密検査、治療や指導に要する費用などは自己負担となりますの

で、ご注意ください。

～みなし健診についてのお知らせ～
●「みなし健診」とは
　受診券を利用せず、職場健診等で受診した際の健診結果を町へ提出していただくことで、再度健診を受診する

お体の負担を軽減し、特定健診を受けたこととみなす健診のことです。

●必要な検査結果項目
　「みなし健診」には、下記の全ての結果が必要です。

　　①身体計測（身長・体重・腹囲）

　　②血圧

　　③尿検査（蛋白・糖）

　　④血液データ

　　　【血中脂質】　中性脂肪 (TG)、 HDL コレステロール、 LDL コレステロール

　　　【肝機能】　GOT（AST）、 GPT（ALT）、 γ -GTP

　　　【糖代謝】　空腹時血糖または HbA1c

　　⑤診断医師名　医師の診断

●ご協力いただける方は　　

　令和４年度中に実施した健診結果の原本を役場④番窓口までご持参ください。　　　　　　　　　　　　　　

　ご協力いただいた方には、町指定ごみ袋（30L 10枚入）をご用意しております。

■お問合せ　住民生活課国保年金係　☎55・6563（直通）



1313 広報おおわに １月号

住民生活課窓口へお越しの際は必ず本人確認書類をご持参ください

住民票 申請者、申請者と同じ世帯以外の方
※世帯分離をしているときは親子でも委任状が必要です。

戸籍謄抄本等 申請者、申請者の配偶者、申請者の直系親族（父母、祖父母、子、孫）以外の方

身分証明書 申請者以外の方

印鑑の登録 申請者以外の方
※印鑑証明書は、印鑑登録証（カード）を提示すれば代理人でも委任状不要。

※委任状の用紙は、窓口でお渡ししているほか、町ホームページにも掲載しております。

●マイナンバーカードを申請しませんか？
　マイナンバーカードの夜間窓口では、事前にご予約いただいた方のみ、顔写真の撮影から申請手続きまでを無

料で行います。

【来庁予約はこちらから】　　　スマートフォン：　　　　　　　☎：55・6563（平日8時30分～17時）

【必要書類】申請書と本人確認書類

　・申請書の再交付を行っておりますが、再交付には本人確認書類が必要です。

　・申請書があれば、スマートフォン・パソコンから申請ができます。詳しくはこちら

■お問合せ　住民生活課戸籍住民係　☎55・6563（直通）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
手
続
き

の
た
め
の
夜
間
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

夜
間
窓
口
は
毎
週
木
曜
日
（
祝
日
等
で
閉
庁
日
の
場

合
は
前
日
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

受
付
時
間
は
、
17
時
～
19
時
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
ご
予
約

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ
コ
ン

町
Ｈ
Ｐ
‥
「
く
ら
し
の
情
報
」
→
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
」
→
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
・
申
請
来
庁
予

約
」
→
「
受
取
予
約
」
又
は
「
申
請
予
約
」
へ

●
お
電
話
で
の
ご
予
約

☎
55
・
６
５
６
３
（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
）

お
手
元
に
、
住
民
生
活
課
か
ら
送
付
さ
れ
た
ハ
ガ
キ

を
ご
用
意
し
て
い
た
だ
き
、
ご
希
望
の
日
時
を
決
め
て
い

た
だ
い
て
、
お
電
話
口
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
予
約
の

件
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
予
約
は
、
約
１
か
月
先
ま
で
で
き
ま
す
。

※
予
約
状
況
に
よ
り
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ　
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係　

☎
55
・
６
５
６
３
（
直
通
）

受取予約

申請予約

　「住民票」や「戸籍証明書」等を交付する際に、個人情報保護となりすましによる不正取得防止のため、窓口

にお越しの方の本人確認を行っております。

　本人確認書類がない場合は住民票等の交付をお断りしておりますので、窓口へお越しの際は必ず本人確認書類

をご持参くださるようお願いします。

特に印鑑証明書は、「印鑑登録証（カード）」がなければ交付ができませんのでご注意ください。
●本人確認書類の例（有効期限内のものに限る）

顔写真が付いているもの
※いずれか１つを持参

マイナンバーカード、運転免許証、運転経歴証明書（平成24年４月１日
以降発行のもの）、旅券（パスポート）、障害者手帳

顔写真が付いていないもの
※いずれか２つを持参

健康保険被保険者証、後期高齢者医療被保険者証、介護保険被保険者証、
医療費受給資格証、年金手帳、年金証書、学生証、生活保護受給者証

●委任状が必要な場合
　窓口に来る方が次に該当する場合、申請者（使う方）からの委任状が必要です。
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【一時所得のある方】
□ 生命保険金等の受取に係る証明書など
【譲渡所得のある方】（不動産の売却、貴金属や書画
を売却して利益を得た方）
□ 売買契約書、特別控除適用に必要な証明書など
④各種控除を受けるために必要な書類
【医療費控除を受けたいとき】
□ 医療費控除の明細書や領収書、医療費通知など
□ 補てん金の額がわかるもの（生命保険から受け
取った入院給付金や手術給付金など）
【障害者控除を受けたいとき】
□ 身体障害者手帳などの障害の程度がわかるもの
【各種保険料の控除を受けたいとき】
□ 生命保険料、地震保険料などの控除証明書または
領収書

□ 社会保険料（国民健康保険税を含む）、国民年金保
険料などの控除証明書または領収書
【寄附金控除を受けたいとき】
□ 寄附金の受領書や証明書など
⑤所得税の納付申告をされる方で振替納税を希望す     
   る方
□ 申告者の通帳（または金融機関名と支店名及び口
座番号のわかるもの）　
□ 通帳の届出印
⑥所得税の還付申告をされる方
□ 申告者の通帳（または金融機関名と支店名及び口
座番号のわかるもの）
　【注意！】代理者口座は不可です。
　　　　　　（準確定申告を除く）

　P16　令和５年度（令和４年分）町・県民税申告相談②　へ続きます。

申告相談日程を確認しましょう！    　日程表をみて対象地区・会場を確認しましょう３
▶開場…８時30分　▶申告相談時間…９時～15時

相談日 曜日 相談対象地区 会場
２月　10日 金 全地区　給与・年金のみの方

大鰐町地域交流

センター

「鰐ｃｏｍｅ」

（多目的ホール）

13日 月 全地区　給与・年金のみの方
14日 火 虹貝・虹貝新田

15日 水 島田・早瀬野

16日 木 唐牛（１～５町内）・駒木

17日 金 唐牛（６～10町内）・駒ノ台・日の出・前田ノ沢

20日 月 蔵館（１, ２, ３, ６, ７, ８町内）

21日 火 蔵館（４町内 , ５町内Ａ , ５町内Ｂ）

22日 水 元長峰・苦木

23日 木（祝） 全地区
24日 金 長峰・九十九森

27日 月 三ツ目内

28日 火 居土

３月　１日 水 高野新田・折紙

２日 木 八幡館

３日 金 森山・鯖石

6日 月 宿川原

７日 火 大鰐１町内～大鰐５町内Ｂ

８日 水 大鰐６町内Ａ～大鰐７町内Ａ

９日 木 大鰐７町内Ｂ～大鰐10町内

10日 金 全地区　【上記期間中に来場できなかった方】
11日 土 全地区　【上記期間中に来場できなかった方】
12日 日 全地区　【上記期間中に来場できなかった方】
13日 月 全地区　【上記期間中に来場できなかった方】
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令和５年度（令和４年分）町・県民税申告相談 ①

申告する必要があるか確認しましょう！     チェックがついたら申告会場へお越しください１
　次の①から④に当てはまる方は申告する必要があります。
　当てはまる項目に チェックマークをつけて確認してみましょう！

申告に必要なものをそろえましょう！　　必要書類等に をつけてみましょう２

令和５年１月１日現在、大鰐町内に住所がある方は、令和４年中の収入・所得などについて令和５年３月
15日までに大鰐町に申告する必要があります。

申告相談会場の開設期間は、２月10日（金）から３月13日（月）までです。
日程などをご確認のうえ、申告相談に向けて必要な書類を整理するなどのご協力をお願いします。なお、１月

第４週に「申告説明書」を毎戸配布する予定です。

①給与所得者で次に該当する方
□ 勤務先から町へ「給与支払報告書」が提出されな
い方（提出の有無は勤務先にご確認ください。）
□ 年の途中で退職したため年末調整をしていない方
□ 給与のほかにも収入がある方、または２カ所以上 
に勤めて給与を受けた方
□ 社会保険料控除、扶養控除、医療費控除など年末
調整に出し忘れた各種控除がある方
★収入が給与所得のみで、勤務先が年末調整した給与
支払報告書を町に提出する方は申告が不要です。
②年金所得者で次に該当する方
□ 年金所得以外の所得がある方
□ 収入が非課税年金（遺族年金、障害年金）のみの方
□ 社会保険料控除、扶養控除、医療費控除など各種
控除がある方
★次の要件に該当する方は申告が不要です。
　▶収入が公的年金収入のみの65歳未満の方で、年
　　金収入98万円以下の方
　▶収入が公的年金収入のみの65歳以上の方で、年
　　金収入148万円以下の方

③事業所得などがある方
□ 農業　□ 営業　□ 不動産　□ 山林　□ 配当
□ 一時（生命保険の一時金や賞金など）　
□ 譲渡（不動産の売却、貴金属や書画を売却して利 
益を得たなど）　
□ 雑（原稿料や講演料、生命保険の個人年金など）
★所得がゼロの場合や収支が収入から経費を引いた所
得が少額・マイナスの場合であっても申告が必要で
す。また、譲渡所得（不動産売却など）があった方で、
特別控除を受けるためには、確定申告が必要です。
④休職・求職中であったために収入がなかった方で次
のいずれかに該当する場合は申告しましょう
□ 国民健康保険や後期高齢者医療保険に加入してい
る方
　⇒保険税及び保険料の算定資料となりますので、
　　必ず申告をお願いします。
□ 他の市町村に住んでいる方の扶養になっている方
④に該当する方は、３月15日～４月15日の間、役場
税務課で申告を受付けます。

　申告相談に行く前に、次の①から⑤までの申告に必要なものを確認し、 チェックマークをつけてみましょう！
①本人確認書類（代理人が手続きする場合は、代理
人と申告者のもの）

□ マイナンバーカード
□ マイナンバーカードをお持ちでない方は…
　　マイナンバー通知カードと運転免許証などの本人 
　確認書類が必要です。
②利用者識別番号（16桁の番号です）
　利用者識別番号を取得した際にプリントアウトし
たものや、税務署から送付された確定申告のお知ら
せ等、利用者識別番号が記載されている書類をお持
ちください。

　昨年度、町の申告相談会場で所得税の確定申告書
を作成した方は、町で把握しているため不要です。
　利用者識別番号の取得方法は「４　利用者識別番
号の取得について」をご覧ください。

③収入・経費の分かる書類
【給与所得者、公的年金などの所得がある方】
□ 源泉徴収票（必ず原本が必要です。）
【営業・農業・不動産等の事業所得がある方】
□ 売上等収入金額がわかるもの
□ 必要経費となる領収書など
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インフォメーション　  まちのお知らせ 

令和５年度（令和４年分）町・県民税申告相談 ②

所得税・復興特別所得税の納期限は ･･･

３月15日（水）まで３月15日（水）まで
３月16日以降の確定申告については、本人が税務
署へ郵送もしくは直接持参していただくことにな
りますので、あらかじめご了承ください。

■お問合せ　税務課住民税係　☎55・6562（直通）

利用者識別番号の取得について

町からのお願い

４
大鰐町では、税務署への申告書の提出を電子データで行っております。電子データで提出することにより、税

務署との連携がスピーディーに行われるようになり、税務署での還付処理も早く行われるようになったため、今

年度も電子データで提出することとしております。申告書を電子データで提出するには１６桁の「利用者識別番

号」が必要になります。

　次の①又は②に該当する方は、【利用者識別番号の取得手順】によって、申告会場へ来る前にあらかじめ利用

者識別番号を取得してからお越しください。

①今年度はじめて所得税の確定申告を行う方

②例年、自分で申告書を作成して税務署へ提出している方で、まだ利用者識別番号を取得していない方

　次の方法で利用者識別番号を取得しましたら、番号をプリントアウトして申告会場へ持ってきてください。

【利用者識別番号の取得手順】
　e-Tax（国税電子申告・納税システム）ホームページの「作成・送信する開始（変更等）届出書の選択」の

「開始届出書を作成する」から手順に従って利用者識別番号を取得してください。

　URL （https://www.e-tax.nta.go.jp/todokedesho/kaishi3.htm#tabs_1）

例年、申告会場が混雑し町民の皆様にはご不便をおかけしております。

新型コロナウイルス感染防止対策のためにも申告相談時間を短縮したいため、領収書などを整理・計算してか

らご来場くださるようご協力をお願いします。

【医療費控除の申告をされる方】
　医療費の明細書をお持ちの方で、明細書に記載のある医療費の領収書は不要です。

　医療費の明細書に記載がない医療費の領収書は、受診した人／医療機関／調剤薬局ごとに分けてください。

　生命保険の給付金や高額医療費を受け取った方は、給付金額がわかる書類をお持ちください。

　予防接種・健診（検診）料は医療費控除の対象にはなりませんが、健診（検診）の結果、要治療と診断され、

治療を受けたときの健診（検診）料は医療費控除の対象となります

【農業・営業などの事業所得や不動産所得のある方】
科目ごとに仕分けした経費の金額、収入・支出の合計金額

５

▶必要書類が不足している場合は、再度会場にお越しいただき、申告のやり直しをしていただきますので、ご確認の

うえお越しください。

▶令和４年分の所得税の確定申告書をご自身で税務署に提出する方は町への町民税・県民税の申告は不要です。

※申告相談期間中は、担当職員が申告会場に移動します。

税務課窓口での申告相談はできませんのでご了承ください。

ご注意ください
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軽自動車の新制度について（軽 JNKS・軽 OSS）
　令和５年１月より、軽自動車税に係る２つの新システムが導入されます。

●軽 JNKS（軽自動車税納付確認システム）
　継続検査を受ける際に納税証明書の提示が原則不要になるシステムです。

・軽自動車税種別割の納付方法によっては、納付情報が軽 JNKS に登録されるまでお時間をいただくことがあ

りますので、早めの納付をお願いいたします。

・納付後すぐに車検を受ける場合は、納税通知書に添付されている納税証明書をご提示ください。

●軽 OSS（軽自動車税ワンストップサービス）
　軽自動車の新車を購入したとき、オンライン上で手続きできるようになります。

　パソコンから24時間365日いつでも検査申請や各種手数料等の納付、地方税の申告納付ができます。

【注意点】
・令和５年１月よりオンライン手続きが可能になるのは、「新車購入時」のみです。

・二輪・原付・小型特殊については、OSS 申請の対象外です。

・スマートフォンやタブレットからの申請はできません。

■お問合せ　税務課住民税係　☎55・6562（直通）
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インフォメーション　  まちのお知らせ 

町議会議員選挙結果について
　12月31日をもって任期満了となる町議会議員の選
挙が11月29日告示され、定数10名に対し、現職、元職、
新人の計14名が立候補の届出をし、12月４日に町内
各投票所で投票が行われました。
　即日開票の結果、現職６名 ･ 元職２名・新人２名が
当選となり、12月５日、町議会議場において、町選挙
管理委員会の菊池信雄委員長から当選証書が付与され
ました。
■選挙結果

有権者数　　　7,923人
投票者数　　　4,787人
投票率　　　　60.42％
有効投票数　　4,755票
無効投票数　　　  32票

　各候補者について得票順でお知らせします。
【紹介の見方】
▽氏名・年齢（地区）、所属党派、現職、元職又は新人、
○数字は当選回数、得票数（あん分票の少数点は切り
捨て）、職業

【当選】
▽髙橋浩二 ･54歳（大５A）無現、
　② 725票、自営業
▽三浦道広 ･53歳（大７A）無新、
　① 648票、会社役員
▽藤田賀津彦 ･58歳（唐牛）無新、
　① 466票、会社役員

▽秋田谷和文 ･73歳（蔵６）無現、
　⑦ 428票、町議会議員
▽須藤尚人 ･65歳（蔵８）無元
　② 386票、無職
▽山谷博子 ･65歳（島田）無現、
　② 368票、町議会議員
▽幸山市雄 ･81歳（大６B）無現、
　⑪ 304票、町議会議員
▽前田一裕 ･68歳（宿川原）無現、
　② 294票、農業
▽竹内富士子 ･67歳（大７B）幸現、
　② 286票、町議会議員
▽内海繁勝 ･80歳（大４）無元、
　⑥ 233票・自営業
【落選・次点】
▽中島英臣 ･71歳（居土）無現、
　③ 228票、スキースクール経営
【落選】
▽山田範正 ･73歳（宿川原）無現、
　① 153票、町議会議員
▽成田元英 ･72歳（大10）無現、
　② 138票、町議会議員
▽秋元芳江 ･76歳（九十九森）無元、
　① 98票、無職

■お問合せ
選挙管理委員会　☎48・2111（代）
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町の民生委員・児童委員・主任児童委員を紹介します
●民生委員・児童委員ってなに？
　民生委員・児童委員は、高齢者、障がい者、生活困窮者、子育て家庭の見守り役として、また身近な相談相手

として地域の安心・安全を支えています。

　相談にはいつでも応じますが、必要があれば自宅を訪問し、支援が必要な時には、関係機関である「保健福祉

課」や「社会福祉協議会」へのつなぎ役になります。

　また、主任児童委員は、子どもや子育て家庭への支援を専門に担当する民生委員・児童委員です。

　民生委員法では守秘義務が定められており、相談内容等の秘密は守られます。

　昨年12月の一斉改選で、新任６名、再任27名の総勢33名で新たに組織されており、下の表のとおり各地区に

１人もしくは２人います。しかし、担い手不足により配置されていない地区があるのが現状です。（委員の任期

は３年。）

●委員の方々へ委嘱状を伝達
　町地域交流センター「鰐 come」で12月９日、委嘱状伝達式が行われました。

　また、効果的な連携強化を図るため、委員の方々と保健福祉課、社会福祉協議会の担当職員らと顔合わせが行

われました。

▶
委
嘱
状
伝
達
式
の
写
真

●民生委員・児童委員
大鰐1 嘉瀬　要子

大鰐2 古川　綾子

大鰐3・4・5A 内海　きぬ

大鰐5B・6B 一部 笹森　慶子

大鰐6A・6B 一部 長井　トミ

大鰐6B 廣島加代子

大鰐7A
二川原勝義

松田　久男

大鰐7B・C 吹田　千草

大鰐8・9 成田　正直

大鰐10 油川美智子

宿川原 山田　裕子

三ツ目内 A 木田　　裕

三ツ目内 B 神　　　敬

居土・折紙 渡邊　睦夫

高野新田 幸山　洋子

虹貝・虹貝新田 畑中　敏子

早瀬野・島田 山内　淳一

八幡館 佐々木勇司

森山 下山　道子

鯖石 （不在）

蔵館1 佐藤理津子

蔵館2・3・4・6 （不在）

蔵館5A 宮原眞由美

蔵館5B 笹田真岐子

蔵館7・8 石井　優子

元長峰 山田　壽美

苦木 柴田　富一

長峰 幸山三池子

九十九森 栗林　昌輝

唐牛
工藤　博康

佐々木たけ子

駒木・駒ノ台・
日の出・前田ノ沢 工藤　敏子

●主任児童委員

大鰐全域
阿保　香月

石塚真理子

■お問合せ
　保健福祉課福祉係　☎55・6568（直通）
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火災予防・交通安全　  こちら警察・消防！

お出かけはお出かけは

マスク戸締り　火の用心マスク戸締り　火の用心

令和４年度全国統一防火標語令和４年度全国統一防火標語

甲種防火管理新規講習
該当する施設は受講を！

●とき
【第５回】　令和５年３月２日（木）・３日（金）

【１日目】9時30分～16時10分
　　　　　（昼休憩：12時10分～13時10分）
【２日目】9時30分～16時20分
　　　　　（昼休憩：11時50分～12時50分）
※２日間の受講が必要です。
●ところ
【第５回】岩木文化センターあそべーる「１階ホー
ル」（弘前市賀田一丁目18番地４）　☎82・3214
●定員　70名
●申込み
【第５回】令和５年１月30日（月）～２月３日（金）
　消防本部予防課または最寄りの消防署・分署で受付
します。なお、申込み受付期間内であっても定員にな
り次第、受付を終了いたします。
●受講料
　講習料は無料ですが、事前に書店等でテキストを購
入していただきます。
※講習についての詳細は弘前地区消防事務組合のホー
ムページでも見ることができますのでご覧下さい。
（http://www.hirosakifd.jp/）
●その他
　新型コロナウイルス感染症対策のため、講習会はマ
スクの着用をお願い致します。

■お問合せ
　弘前消防本部予防課 　☎32・5104

消防水利の確保にご協力ください

消防署では、火災時に消火活動がスムーズにいくよ
う防火水槽や消火栓など、消防水利の確保に努めてい
ますが、まれに防火水槽や消火栓の付近に駐車してい
る車が見受けられます。迅速な消火活動を行うため防
火水槽や消火栓の付近に車を絶対に駐車しないように
して下さい。
※道路交通法にて消防水利付近は駐車禁止となってお
ります。

特に冬期間は、雪が消防水利の確保の妨げになる恐
れがあるため、防火水槽や消火栓の近くに雪を積み上
げたりしないようご協力をお願いいたします。

また、狭い道路での駐車は、消防車や救急車の通行
の妨げになり、現場への到着が遅れることになります
ので、緊急車両が近づいたら、速やかに車を移動しま
すよう、よろしくお願いいたします。

■お問合せ
　東消防署南分署　☎48・2108

■大鰐町内の火災・救急発生状況（11月末累計）

令和４年 前年比

火　災 ２件 ±０件

救　急 386件 ＋93件

東消防署 南分署
☎48・2108

消防だより
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警察だより
黒石警察署大鰐交番
☎48・2241

暴力団等からの不当要求お断り！
●不当要求とは？（一例）
・飲食店等を営む者に対してみかじめ料、用心棒料を

要求する行為。

・書籍や機関誌購入名目で金品を要求する行為。

・寄付金や賛助金を要求する行為。

・借金の免除、返済の猶予を要求する行為。

・クレーム等、因縁を付けて金品を要求する行為。

●不当要求を受けてしまったら？～対応要領～
・落ち着いて相手の住所・氏名・団体名等と用件を確

認しましょう。

・応対する場所は、素早く助けを求めることができる

場所を選定しましょう。間違っても暴力団組事務所等

に出向いてはいけません。

・応対の人数は相手より多い人数で対応しましょう。

・応対できる時間をあらかじめ相手に伝えておきま

しょう。

・不用意な言動には注意し、即答や約束をしてはいけ

ません。

・その場で書類の作成・署名・押印をしてはいけません。

・初めから社長等のトップを対応させてはいけません。

・湯茶の接待は不要です。

・応対内容を録音、ビデオ撮影等して記録化しておき

ましょう。

不当要求には適切に対応し、断固拒否することが大切です

除排雪中の事故を防止しよう

●令和３年度の雪害発生状況
①発生件数
　215件219人（+82件 +86人）死亡者13人（＋２人）

②発生要因等
雪下ろし中に屋根や梯子から転落したものが最も多く、

次いで屋根雪の落下によるものが多く発生しています。

また、高齢者や１人での作業中に多く発生しています。

●除排雪中の事故を防止するため、次のことに気をつ
けましょう

【雪下ろし中の転落事故防止】
①「命綱やヘルメットをつける」「滑り止めの付いた靴を

　履く」などをして、転落防止に十分注意しましょう。

②転落時に備え、屋根の下などには雪を残して作業を

　しましょう。

③梯子の昇り降りは、梯子を確実に固定し転落事故防

　止に十分注意しましょう。

④除雪作業は、家族や近所の人にも声を掛けて、でき

　るだけ複数で行うようにしましょう。また、体調が

　悪い時などは無理をしないようにしましょう。

⑤軒下からの屋根の雪落としは、雪の下敷きにならな

　いよう十分注意しましょう。

⑥晴れの日は屋根の雪がゆるんでいるので、特に注意

　しましょう。

【除雪機による事故防止】
①除雪機の点検や雪詰まりを取り除く時は、必ずエン

　ジンを停止してから行いましょう。

②作業中には周りに人を近付けないようにしましょう。

　また、移動する際にも特に後進するときには後方や

　足下を確認するなど、自身や周囲の方に注意して作

　業しましょう。

冬道のスリップ事故を防止しよう

●冬期間のスリップ事故の特徴（令和４年）
①午前７時から８時台に多発傾向にあります。

②「追突」事故が最も多く、全体の約６割を占めています。

●冬道の安全走行のポイント
①ゆとりで走ろう、心と時間と車間距離

・１割以上のスピードダウン　・２倍以上の車間距離

・３分以上早めの出発

②カーブ手前では十分に減速を！
③降雪や吹雪により視界が悪いときは、昼間でもライト
　を点灯して、自分の車の存在を相手に見せましょう。
④坂道の走行には注意！

・冷え込みの厳しい朝や夜は、道路に雪がなくて
も路面凍結の恐れがあります。
・路面が凍結しやすい橋やトンネル、日陰を通行す
る際は、特に注意しましょう！

１割以上のスピードダウン、２倍以上の車間距離、
３分以上早めの出発を！
■記事に関するお問合せ
　黒石警察署　☎52・2311

黒石警察署大鰐交番　☎48・2241
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肺
が
ん
、
中
皮
腫
な
ど
石
綿
関
連
疾
病
に

罹
っ
た
方
へ
の
補
償
・
救
済
の
お
知
ら
せ

　

石
綿
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
り
発
症
す
る
疾
病

に
は
、
肺
が
ん
、
中
皮
腫
、
石
綿
肺
、
び
ま
ん
性

胸
膜
肥
厚
、
良
性
石
綿
胸
水
な
ど
呼
吸
器
系
疾
病

が
多
く
、
そ
の
潜
伏
期
間
は
石
綿
を
吸
っ
て
か
ら

30
年
以
上
と
非
常
に
長
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

こ
れ
ら
の
呼
吸
器
系
疾
病
が
石
綿
を
吸
っ
た

こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
方
に
は
、
国

が
運
営
す
る
労
災
保
険
制
度
も
し
く
は
石
綿
健
康

被
害
救
済
制
度
か
ら
各
種
給
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

も
し
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
族
の
中
で
、
仕
事

で
石
綿
を
取
り
扱
い
、
ま
た
は
吸
っ
た
こ
と
が
あ

り
、肺
が
ん
、中
皮
腫
等
の
呼
吸
器
系
疾
病
に
罹
っ

た
方
、
も
し
く
は
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
、
青
森
労
働
局
労
災
補
償
課
ま
た
は
お
近

く
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
青
森
労
働
局
労
災
補
償
課

☎
０
１
７
・
７
３
４
・
４
１
１
５

弘
前
労
働
基
準
監
督
署　

☎
33
・
６
４
１
１

青
森
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃

金
改
定
の
お
知
ら
せ

　

令
和
４
年
12
月
21
日
か
ら
の
金
額
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

①
鉄
鋼
業　

　

時
間
額
９
５
８
円
（
改
定
前
９
２
９
円
）

②
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
・
電
気
機 

　

械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

　

時
間
額
８
８
８
円
（
改
定
前
８
５
９
円
）

③
自
動
車
小
売
業

　

時
間
額
９
１
９
円
（
改
定
前
８
９
０
円
）

※
各
種
商
品
小
売
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
青
森

地
方
最
低
賃
金
審
査
会
に
お
い
て
金
額
改
定
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
青
森
県
で
働
く
全
て
の
労
働
者
及
び
使

用
者
に
適
用
さ
れ
る
「
青
森
県
最
低
賃
金
」
は
、

令
和
４
年
10
月
５
日
か
ら
、
時
間
額
８
５
３
円
に

改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

業
務
改
善
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０
・
３
６
６
・
４
４
０
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
最
低

賃
金
引
上
げ
に
向
け
た
支
援
策
、
そ
の
他
相
談
に

つ
い
て
は
、
青
森
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
８
０
０
・
８
０
０
・
１
８
３
０
）
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
青
森
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
１
７
・
７
３
４
・
４
１
１
４

Hhttps://jsite.m
hlw

.go.jp/aom
ori-

roudoukyoku/

差
押
財
産
の
公
売
に
つ
い
て

県
で
は
、
不
動
産
や
動
産
な
ど
の
差
押
財
産

に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を

利
用
し
て
売
却
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

公
売
情
報
や
入
札
方
法
は
、
青
森
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

確
認
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
中
南
地
域
県
民
局
県
税
部
納
税
管
理
課

☎
32
・
４
３
４
１
（
直
通
）

H

h
ttp

s://w
w

w
.p

re
f.a

o
m

o
ri.

lg
.jp

/so
sh

iki/so
u

m
u

/zeim
u

/0
0

8
_

koubaiindex.htm
l

青
森
県
立
弘
前
高
等
技
術
専
門
校

入
校
生
募
集
案
内

●
定
員　
【
造
園
科
】
15
名　
【
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
設

備
科
】
20
名

●
訓
練
期
間　
１
年
間

●
対
象
者　
離
職
者
、
求
職
者

●
願
書
受
付　
令
和
５
年
１
月
４
日
～
令
和
５
年

２
月
８
日

●
申
込
先　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

●
試
験
日　
令
和
５
年
２
月
17
日

●
試
験
科
目　
作
文
、
面
接

問
弘
前
高
等
技
術
専
門
校

☎
32
・
６
８
０
５

あ
お
も
り
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

レ
イ
プ
や
強
制
わ
い
せ
つ
な
ど
、
性
犯
罪
・

性
暴
力
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
な

ど
か
ら
の
相
談
を
受
け
、
要
望
に
応
じ
た
必
要
な

支
援
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
す
。

●
「
り
ん
ご
の
花
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

☎
０
１
７
・
７
７
７
・
８
３
４
９
（
や
さ
し
く
）

※
専
門
の
研
修
を
受
け
た
相
談
員
が
対
応
し
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
相
談
受
付
時
間

【
月
～
金
】
９
時
～
17
時

（
右
記
時
間
以
外
、
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

は
、
国
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。）

問
青
森
県
青
少
年
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
０
１
７
・
７
３
４
・
９
２
２
８

●
県
が
本
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
委
託
し
て
い
る
公

益
社
団
法
人
あ
お
も
り
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
活
動
員
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
左
記
へ

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
公
社
）
あ
お
も
り
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
・
７
１
８
・
２
０
８
５

裁
判
所
の
情
報
公
開
手
続

　

裁
判
所
の
情
報
公
開
と
は
、
裁
判
所
の
保
有
す

る
司
法
行
政
文
書
を
開
示
す
る
手
続
で
す
。
裁
判

所
は
情
報
公
開
法
の
対
象
外
で
す
が
、
国
民
に
対

す
る
説
明
責
任
の
観
点
か
ら
、
要
綱
等
を
定
め
て

手
続
を
行
っ
て
い
ま
す
。
開
示
の
申
出
は
、
目
的

を
問
わ
ず
誰
で
も
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
裁

判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
）
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
青
森
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

☎
０
１
７
・
７
２
２
・
５
４
２
１
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E 問

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退

共
）
へ
加
入
し
ま
せ
ん
か

林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し
た
林
業
界
で
働

く
方
の
た
め
に
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、
従
事
者

の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙

を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
従
事
者
が
林
業
界
を

や
め
た
と
き
に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と

い
う
、い
わ
ば
林
業
界
全
体
の
退
職
金
制
度
で
す
。

・
掛
金
は
、
税
法
上
に
つ
い
て
、
法
人
で
は
損
金
、

個
人
企
業
で
は
必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま
す
。

・
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間

を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

【
事
業
主
の
皆
様
へ
】

・
共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ
て
適
正
に
貼
付

し
て
く
だ
さ
い
。

・
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従
事
者
が
林
業
界

を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求

す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

・
詳
し
い
こ
と
は
、
次
の
連
絡
先
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部
（
〒
１
７
０
−８
０
５
５

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１
−24
−２　

ニ
ッ
セ
イ

池
袋
ビ
ル
）

☎
03
・
６
７
３
１
・
２
８
８
９

F
03
・
６
７
３
１
・
２
８
９
０

中
高
年
の
た
め
の
「
再
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

　

採
用
さ
れ
る
た
め
の
就
職
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

（
仕
事
の
探
し
方
・
応
募
書
類
の
作
成
・
面
接
等
）

に
つ
い
て
、
45
歳
以
上
の
方
に
特
化
し
た
内
容
の

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

●
会
場
・
開
催
日

【
弘
前
会
場
】
令
和
５
年
１
月
23
日
（
月
）
弘
前

市
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
４
F
第
４
研
修
室

【
青
森
会
場
】
令
和
５
年
１
月
24
日
（
火
）
リ
ン

ク
モ
ア
平
安
閣
市
民
ホ
ー
ル
会
議
室

●
時
間　
13
時
30
分
～
15
時

そ
の
後　

希
望
者
個
別
相
談　

15
時
30
分
～
17
時

※
当
セ
ミ
ナ
ー
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
の
求
職

活
動
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

問
ネ
ク
ス
ト
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
あ
お
も
り

☎
０
１
７
・
７
２
３
・
６
３
５
０

Echuukounen@
im

s-hirosaki.com

求
職
者
支
援
訓
練
の
ご
案
内

求
職
者
支
援
訓
練
と
は
、
雇
用
保
険
を
受
給

で
き
な
い
求
職
者
の
早
期
再
就
職
を
目
指
し
、
民

間
の
訓
練
機
関
が
国
の
認
定
を
受
け
て
実
施
す
る

職
業
訓
練
で
す
。
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
方
に

は
訓
練
期
間
中
に
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
入
門
科
（
短
時
間
）】

●
と
き　
３
月
３
日
～
６
月
２
日

●
と
こ
ろ　
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
弘
前
教
室
（
御
幸
町
）

●
申
込
締
め
切
り　
２
月
７
日

●
受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負

担
）。

●
申
込
方
法　
事
前
に
弘
前
公
共
職
業
安
定
所

（
南
富
田
町
）
で
受
講
手
続
き
を
済
ま
せ
、
申
込

締
め
切
り
日
ま
で
に
訓
練
施
設
へ
受
講
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
弘
前
公
共
職
業
安
定
所

☎
38
・
８
６
０
９
（
音
声
案
内
４
２
＃
）

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
無
料
電
話
相
談
会

●
日
時　

令
和
５
年
１
月
21
日
（
土
）
10
時
～

18
時

●
内
容　
Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護
団
が
、

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料

電
話
相
談
を
行
い
ま
す
（
通
話
料
は
か
か
り
ま

す
）。

●
対
象　
Ｂ
型
肝
炎
患
者
又
は
そ
の
ご
家
族
（
患

者
が
亡
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
相
続
人
）

●
電
話
相
談
の
番
号

☎
０
２
２
・
２
６
６
・
９
６
８
６

☎
０
２
２
・
２
６
６
・
９
６
８
７

　

予
約
不
要
で
す
。
電
話
相
談
会
日
時
に
直
接
お

電
話
く
だ
さ
い
。

問
Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護
団
事
務
局
（
小

野
寺
友
宏
法
律
事
務
所
内
）

☎
０
１
２
０
・
76
・
０
１
５
２

借
金
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

相
談
員
が
借
金
の
状
況
等
を
お
伺
い
し
、
必
要

に
応
じ
て
、
弁
護
士
等
に
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
厳
守
・

無
料
で
す
。

●
受
付
時
間　
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
除

く
）　

８
時
30
分
～
12
時
、
13
時
～
16
時
30
分

●
相
談
専
用
電
話　
☎
０
１
７
・
７
７
４
・
６
４
８
８

問
東
北
財
務
局
青
森
財
務
事
務
所
理
財
課

☎
０
１
７
・
７
２
２
・
１
４
６
３

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
」
無
料
相
談
実
施
に
つ
い
て

●
相
談
内
容　
相
続
登
記
お
よ
び
法
定
相
続
情
報

証
明
制
度

●
相
談
期
間　
令
和
５
年
２
月
１
日
か
ら
同
月

28
日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

●
相
談
場
所　
青
森
県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

※
ご
相
談
に
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
事
前
に
各
司
法
書
士
事
務
所
へ
ご
相
談

の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
費
用　
初
回
相
談
無
料
（
２
回
目
以
降
や
具
体

的
な
手
続
き
は
有
料
で
す
）

問
青
森
県
司
法
書
士
会
（
〒
０
３
０
−０
８
６
１

青
森
市
長
島
三
丁
目
５
番
16
号
）

☎
０
１
７
・
７
７
６
・
８
３
９
８
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お知らせ・募集など　  おおわにかわら版 

…ファクス　 …E メール　 …ホームページ　 …お問合せ・お申込み先F HE 問

弘
前
地
区
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

【
リ
サ
イ
ク
ル
そ
り
作
り
教
室
】
参
加
者
募

　

木
材
や
竹
ざ
お
の
切
れ
端
を
使
っ
て
そ
り
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　
２
月
４
日
（
土
）　

９
時
30
分
～
11
時

30
分

●
と
こ
ろ　
弘
前
地
区
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
棟
（
弘
前
市
大
字
町
田
字
筒
井
６
−２
）　

●
講
師　
尾
崎
行
雄
さ
ん

●
定
員　
小
学
生
以
上
10
人
（
小
学
生
の
参
加
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。）

●
参
加
料　
無
料

●
持
ち
物　
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
そ
の
他　
完
成
後
は
そ
り
滑
り
を
行
い
ま
す
の

で
長
靴
、
ス
キ
ー
ウ
エ
ア
な
ど
の
防
寒
着
、
手
袋
、

帽
子
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　
往
復
は
が
き
に
教
室
名
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
１
月

20
日
（
金
）
必
着
に
て
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

※
往
復
は
が
き
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で
応
募
で

き
ま
す
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
し
、

１
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
抽
選
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
詳
細
は
プ
ラ
ザ
棟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
段
ボ
ー
ル
で
科
学
グ
ッ
ズ
を
作
ろ
う
】
参
加
者

募
集

　

段
ボ
ー
ル
や
身
近
な
廃
品
を
使
っ
て
、
不
思
議

で
楽
し
い
科
学
グ
ッ
ズ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　
２
月
18
日
（
土
）
９
時
30
分
～
正
午

●
内
容

①
リ
ズ
ム
よ
く
ス
イ
ン
グ
を
続
け
る
ス
イ
ン
グ
鈴

　

を
作
ろ
う

②
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
走
る
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
を

　

作
ろ
う

③
白
黒
模
様
な
の
に
カ
ラ
ー
に
な
る
コ
マ
を
作
ろ 

う

●
と
こ
ろ　
弘
前
地
区
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
棟
（
弘
前
市
大
字
町
田
字
筒
井
６
−２
）

●
講
師　
福
田
智
好
さ
ん
（
弘
前
市
少
年
少
女
発

明
ク
ラ
ブ
会
長
）

●
定
員　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
15
組
（
参
加
小

学
生
１
人
に
つ
き
保
護
者
１
人
の
同
伴
と
し
ま

す
。）

●
参
加
料　
無
料

●
持
ち
物　
特
に
あ
り
ま
せ
ん

●
申
込
方
法　
往
復
は
が
き
に
教
室
名
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
２
月

３
日
（
金
）
必
着
に
て
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

※
往
復
は
が
き
１
枚
に
つ
き
２
組
ま
で
応
募
で

き
ま
す
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
し
、

２
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
詳
細
は
プ
ラ
ザ
棟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
小
枝
の
お
ひ
な
様
作
り
教
室
】
参
加
者
募
集

 

小
枝
と
畳
を
使
っ
て
お
ひ
な
様
を
作
り
ま
す
。

楽
し
く
リ
ユ
ー
ス
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
体
験
し
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
お
ひ
な
様
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　
２
月
25
日
（
土
）　

９
時
30
分
～
11
時

30
分

●
と
こ
ろ　
弘
前
地
区
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
棟
（
弘
前
市
大
字
町
田
字
筒
井
６
−２
）　

●
講
師　
尾
崎
行
雄
さ
ん

●
対
象　
小
学
生
以
上
10
人
（
小
学
生
の
場
合
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。）

●
参
加
料　
無
料

●
持
ち
物　
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

※
作
業
が
し
や
す
く
、
汚
れ
て
も
構
わ
な
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　
往
復
は
が
き
に
教
室
名
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
（
日
中
連
絡
で
き
る
も

の
）
を
ご
記
入
の
上
２
月
10
日
（
金
）
必
着
に
て

ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

※
往
復
は
が
き
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で
応
募
で

き
ま
す
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
し
、

２
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
抽
選
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
詳
細
は
プ
ラ
ザ
棟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
弘
前
地
区
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
棟

（
〒
０
３
６
−８
３
１
４　

弘
前
市
大
字
町
田
字

筒
井
６
−２
）　

☎
36
・
３
３
８
８

※
受
付
時
間
は
９
時
～
16
時

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
翌
日
が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
で
は
、
２
０
２
３
年
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

放
送
大
学
は
、
B
S
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。「
大
学

を
卒
業
し
た
い
」「
働
き
な
が
ら
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
し
た
い
」「
家
事
・
育
児
を
し
な
が
ら
学

び
た
い
」「
リ
タ
イ
ヤ
後
の
学
び
を
楽
し
み
た
い
」

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
で
、
様
々
な
年
代
や
職

業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
放
送
大
学
の
特
徴
と
魅
力

・
放
送
大
学
は
、正
規
の
通
信
制
大
学
で
す
。（
大

学
卒
業
の
資
格
を
取
得
）

・
学
ぶ
意
欲
が
入
学
資
格
。
学
力
試
験
は
あ
り
ま

せ
ん
。

・
半
年
の
在
学
も
O
K
。
１
科
目
か
ら
学
べ
ま

す
。（
約
３
０
０
科
目
を
開
講
）

・
負
担
の
少
な
い
授
業
料
が
魅
力
で
す
。（
１
科

目
／
２
単
位
：
１
１
，
０
０
０
円
）

・
受
講
か
ら
単
位
認
定
試
験
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で

で
き
ま
す
の
で
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
学
び

方
」
と
し
て
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

・
学
習
セ
ン
タ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
、

様
々
な
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

●
出
願
期
間　
令
和
４
年
11
月
26
日
（
土
）
～

令
和
５
年
３
月
14
日
（
火
）

※
放
送
大
学
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

問
放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
38
・
０
５
０
０

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

☎
０
１
７
８
・
７
０
・
１
６
６
３

Hhttps://w
w

w
.ouj.ac.jp



25

行事予報・戸籍の窓口など　  月替わりの掲載コーナー 

広報おおわに １月号

行事予報
■
毎
月
20
日
は
、
健
康
の
日
で
す
。
自
分
の
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

１ 月
28 日（土）○文化財火災防ぎょ訓練（大円寺）

２ 月
１日（水）～ 28 日（火）●おおわにアート列車　※イルミネーションの点灯は、土日祝日の運行のみ。

■天候等による日程の変更にご注意ください

おくやみもうします
亡くなった人（年齢）地区名

大鰐町の人口と世帯数
令和４年11月末日現在
人　口 8,703人
前月比 －34人
　　男 4,009人
　　女 4,694人
平均年齢 56.8歳
世帯数 4,115世帯
前月比 －15世帯

戸籍の窓口
■ 11 月受付分

（※順不同、敬称略。大鰐町に届け出し、希望された方のみ掲載しています。）

◎『広報おおわに』に掲載の各種催しについて
　本誌に掲載した各種催し・教室等について、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、中止や延期、変

更となる場合がありますので、ご了承ください。

・水
みず

　野
の

　いとは（唐牛）

・築
つき

　舘
だて

　妃
ひ

　那
な

（唐牛）

・山
やま

　内
うち

　琉
る

　楓
か

（大鰐７A）

・山　田　タ　コ（96歳）宿川原

・鎌　田　浩　文（60歳）蔵館８

・木　田　盛　雄（89歳）三ツ目内B

・松　岡　ひとみ（65歳）虹貝

・木　田　ヤヱ子（76歳）三ツ目内B

・新　岡　鐵　男（81歳）蔵館１

・外　崎　た　け（99歳）唐牛

・瀧　本　正　春（91歳）大鰐１

・廣　島　昭　子（85歳）大鰐８

・橋　本　総一郎（74歳）大鰐７A

・山　谷　弘　子（84歳）九十九森

・前　田　常　雄（93歳）駒ノ台

・神　　　や　さ（94歳）三ツ目内B

・築　舘　イ　ク（81歳）唐牛

・小　野　勇　一（54歳）蔵館５A

・山　田　きみゑ（86歳）大鰐10

・成　田　貞　子（93歳）蔵館５B

・田　中　貞　行（95歳）大鰐３

お誕生おめでとう
お子さん（地区名 )
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●広報おおわには町のホームページでも公開しています　【URL】 http://www.town.owani.lg.jp/

今月の表紙

大鰐町ＨＰへ
ジャンプします

広報おおわに　No.732
令和５年１月号
発行　大鰐町
編集　大鰐町総務課
〒038－0292
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TEL　48・2111
FAX　47・6742
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発
行
　
大
鰐
町
役
場
（
〒
〇
三
八
―
〇
二
九
二
　
青
森
県
　
　
　
　
南
津
軽
郡
大
鰐
町
大
字
大
鰐
字
羽
黒
館
五
番
地
三
）　
　
　
　
　
　
編
集
　
総
務
課
　
☎
〇
一
七
二
―
四
八
―
二
一
一
一

12月になり、町にも
雪の季節がやってきまし
た。写真は、茶臼山公園
の山頂から撮影したもの
です。

夜中のうちに降り積
もった雪で、周囲の木々
や屋根は真っ白になり、
一晩で一面の銀世界に変
わりました。

★１歳の記念に写真を掲載してみませんか？
（３月号掲載）

★対象
令和５年１月から３月に１歳の誕生日を
迎える町内在住のお子さん

★掲載内容
お子さんの写真・氏名（ふりがな）・生年
月日・住所（町内のみ）

★応募方法
①お子さんの写真データ１枚

※写真データは５ＭＢ以内
②お子さんの氏名（ふりがな）・生年月日・

性別、住所（町内も）、保護者氏名、連絡先、
40文字以内のコメント（お子さんに向け

てのひと言など）を記入したもの
◎前記のものを２月９日（木）【※必着】ま

でにご応募ください。Ｅメールでの応募の
際は、件名に『子どもの写真』と記入をお
願いします。

※なお、件名の記入や必要事項に漏れがある
と掲載できない場合がありますので、ご注
意ください。

■お問合せ・応募先
総務課人事行政係
☎48・2111（代）
Ｅメール koho@town.owani.lg.jp

１月～３月に１歳の
誕生日を迎えるお子
さんを募集します。

高
たかはし

橋　桃
もも

 ちゃん
　  （蔵館５B）

３歳児健診 むし歯のない子３歳児健診 むし歯のない子
12月の３歳児健診でむし歯が無かった
子どもたちを紹介します！

五
い が ら し

十嵐　丈
た け る

尊 くん
　　  （鯖石）

山
や ま だ

田　悠
ゆうせい

聖 くん
　  （大鰐10）


